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第５回世界湿地都市ネットワーク市長会議 プログラム（案） テーマ：-Living with Wetlands-（湿地とともに生きる未来） 
 

日 時 【1日目】11 月 30 日（月）  【2 日目】12 月 1 日（火）  【3 日目】12 月 2日（水） 

会   場 朱鷺メッセ 朱鷺メッセ 市内の湿地等（フィールドビジット） 

会 議 内 容 14:00～14:30 開会式（２Ｆメインホール） 

【主催者及び来賓あいさつ】 

・新潟市長 

・ムソンダ ムンバ氏（ラムサール条約事務局長） 

・未定（環境省） 

・未定（新潟県） 

・ソ スンオ氏（ラムサール条約東アジア地域センター長） 

 

14:30～15:10 基調講演（２Ｆメインホール） 

・イングリッド クッツェー氏（ICLEI アフリカ世界都市多様性センター） 

・中村 玲子氏（NGO ラムサールセンタージャパン フェロー） 

 

15:10～16:10 ポスター発表コアタイム（２Ｆﾎﾜｲｴ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16:10～17:30 全体発表（２Ｆメインホール） 

・鈴木 渉氏（環境省自然環境局野生生物課長） 

・澤口 晋一氏（新潟国際情報大学 教授） 

・小林 聡史氏（釧路公立大学 名誉教授） 

・マリア アンジェリカ氏（ラムサール条約独立助言委員会） 

 

18:00～20:00 歓迎夕食会（ホテル日航新潟４Ｆ朱鷺の間） 

9:00～10:15 テーマ別分科会（２Ｆメインホール等） 

【分科会テーマ】 

①湿地教育 ②公民連携 

 

10:30～11:45 テーマ別分科会（２Ｆメインホール等） 

【分科会テーマ】 

  ③ブランディング ④生物多様性 

 

11:45～13:15 昼食会（ホテル日航新潟３０Ｆスカイバンケット） 

 

 

13:15～14:15 座談会（２Ｆメインホール等） 

【座談会の参加対象者】 

①地域団体 ②ユース（35 歳以下） 

 

 

14:30～16:30 ネットワーク総会（４Ｆ国際会議場） 

・新潟宣言の採択など 

 

 

 

 

 

 

 

 

16:45～17:15 閉会式（２Ｆメインホール） 

 

 

6:25～7:35 早朝ハクチョウ観察（鳥屋野潟） 

 

9:00～18:00 フィールドビジット（市内視察） 

・バス３台で異なるルート（順番）で視察予定 

 

〈視察先〉 

・福島潟、佐潟 

・信濃川（ウォーターシャトル）※悪天候の場合はバス振替 

・新潟市歴史博物館（みなとぴあ） 

・ハクチョウ観察（水田など） 

・㈱アクアデザインアマノ（西蒲区） など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネットワーク総会（第 3 回会議） 

引継ぎセレモニー（第 4 回会議） 

ポイント①【会議の公開】 

・世界湿地都市ネットワーク市長会議での初の試みとして、基
本的に全ての会議を一般市民の皆さまへ公開します。 
※朱鷺メッセでの全ての会議（夕食会、昼食会を除く）を公開します 

 

・来場者には、国際会議開催記念 
限定のハクチョウカードと、抽選で 
湿地カードホルダーをプレゼント。 

ポイント②【ＡＩ通訳】 

・世界湿地都市ネットワーク市長会議での初の試みとして、 
ＡＩ通訳を全面的に導入します。 

・主要な会場ではＡＩによる同時通訳を大型ビジョンに表示
し、一般来場者にも分かりやすい会議を目指します。 

ポイント③【新潟宣言】 

・都市と湿地が共存する新潟市の特色を世界に発信するため、
ネットワーク総会に「新潟宣言」を提案します。 

・都市と湿地の共生のあり方について、湿地都市ネットワーク
の総意として誓約し、発出することを目指しています。 

【展示ブース】 

・行政（市・県・国）、学校（小中学校、大学）、市民団体が潟・
湿地をテーマにしたパネルや展示資料の説明 

 
 
 
 
 

 

【企業ブース】 

・潟・湿地に関連した商品の販売 

 

佐潟ハス復活プロジェクトの様子（赤塚小学校） 

ヨシ糸を使った 

亀田縞の限定グッズ 

など 


